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研究成果の概要（和文）： 
我が国の海岸防災林は松枯れにより衰退しており、防風、防砂、防潮などの機能を十分果た

すことが出来なくなっている。松枯れ後に再生すべき林相として広葉樹の海岸林を成立させる
ことの可能性を検討した。愛知県では伊勢湾台風後に再生した広葉樹海岸林があり、静岡県遠
州灘海岸林では松枯れ後に広葉樹林へと遷移する様子が観察されたが、遷移の過程は立地条件
に左右されることがわかった。また、沿岸域に生育する広葉樹の塩分に対する耐性は樹種によ
って異なっていた。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Much more coastal forests composed of Japanese black pine were already degraded 
due to pine wilt disease and they can’t function against disasters. We studied the 
possibilities to establish deciduous forests which the take place of black pine forests. Some 
successions to deciduous forests were observed at the coastal area of Aichi and Shizuoka 
prefectures. Their patterns of successions depended on their site conditions like 
micro-topography, soil conditions etc. Salt tolerance in each deciduous tree species which 
grow in coastal area were different.      
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１．研究開始当初の背景 

2004 年 12 月に発生したスマトラ沖巨大地
震による津波は、沿岸部に多くの被害をもた
らしたが、その後の被害調査により海岸林の
存在価値があらためて見直されている。一方、
クロマツに代表される我が国の海岸林の多
くは、戦後の燃料革命による日常生活との乖
離や松くい虫被害などにより、本来の防風や
防砂、防潮などの機能を発揮できないまでに
衰退している(写真)。 

 申請者は、平成 15 年から海浜部の植生回
復に取り組み始め、平成 18・19 年度には科
学研究費補助金を得て、松枯れ後の植生回復
過程の把握を行ってきた。その結果、松枯れ
跡地にはすでに多くの広葉樹が侵入してい
るが、侵入の程度や過程は立地によって異な
ること、環境によっては必ずしもクロマツ林
でなくても良い場所があること、地域住民の
生活と海岸林の役割には乖離が認められる
こと、将来の樹林目標が明確になっていない
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ことなどが明らかとなった。 
そこで、松枯れ後の海岸林はマツ林である

べきなのか、または広葉樹林でもかまわない
のだろうか？の問いに答えるために、これま
での研究成果の次の段階として、従来のクロ
マツ海岸林と比べて、広葉樹による海岸林が
防風や防砂、防潮の機能を果たしてどの程度
発揮できるのか、またその際の樹林構造とし
てどのような姿が可能であるのか、更には松
枯れによって地表面が裸地化した場所では、

どのような現象が生ずるのかを明確してお
く必要があると考え、樹林タイプが異なるモ
デル林を整備して防潮、防風、防砂機能の程
度を明確にすることで松枯れ後の海岸林の
在り様を具体的に提案する研究を構想する
に至った。 
 
２． 研究の目的 
松枯れ後の海岸林はマツ林であるべきなの

か、または広葉樹林でも構わないのだろう
か？という問いに答えるために、①広葉樹の
侵入過程が異なる樹林の遷移予測と立地環境
区分を行い、樹林整備目標の立案手法を開発
する。②モデル林整備に伴う広葉樹海岸林造
成手法を検討し、住民参加で実践する。③モ
デル林の海岸防災林としての有効性評価を、
耐塩性や成長量、風特性などの視点から行う。
④モデル林の地域景観評価及び地域住民評価
を行うことで、防災機能を維持しつつ地域に
受け入れられる樹林形態を検討する。以上、
これらの調査・研究を通して、松枯れ後の
海岸林を広葉樹林へと誘導する場合の造成
技術の開発、技術的課題、景観評価及び社
会的受入れ可能性の検討を行うことを目的
とした。 
 

３．研究の方法 
(1)平成20年度:昭和35年の伊勢湾台風で
海岸林が大きなダメージを受けたと言わ
れている渥美半島の田原市堀切に成立し
ている常緑広葉樹の海岸林(太平洋側)、
伊勢湾側に成立していたクロマツ海岸林
跡地を視察・調査した。一方、神奈川県
湘南海岸ではクロマツの根茎と共生する
外生菌根について調査を行った。更に、
遠州灘海岸林では、新規にマツ枯れ後の
林相図を作成して広葉樹の侵入状況を把
握した。 
(2)平成21年度：静岡市、磐田市及びその
近隣行政、浜松市の市民活動団体と意見
交換を行った。また、沿岸域に生育する
広葉樹の耐風、耐塩、耐潮性試験を実施
した。更に、既存の広葉樹海岸林を対象
として植生、土壌の現地調査を行った。 
(3)平成22年度：広葉樹の耐風・耐塩・耐潮
性試験の実施、広葉樹海岸林の景観評価、松
枯れ後の林床変化と遷移の予想、市民による
海岸林再生への取組み可能性を検討した。 
 
４．研究成果 

平成20年度は本研究の初年度であっ
たので、研究遂行にあたり既存事例の収
集に力を入れて調査を行った。マツ枯れ
後の広葉樹の侵入については近年、報告
が目立つようになってきたが、広葉樹の
海岸林を直接取り扱ったものは少ない。
そこで、研究代表者は、昭和35年の伊勢
湾台風で海岸林が大きなダメージを受
けたと言われている渥美半島の田原市
に成立している堀切海岸林(太平洋側)
を視察した(図１の模式断面図参照)。 

また、同地域の伊勢湾側に成立し現在
は松枯れで大きな問題になっている海
岸林を視察し、クロマツ実生による天然
更新が活発に発生している場所も確認
した(写真３)。その結果は、今後の広葉
樹の海岸林造成のヒントになるもので
あり、同時にクロマツ海岸林の再生可能
性を示唆するものであった。 

 

写真１：研究対象地付近の衰退したマツ林

写真 2：広葉樹が侵入した複層のマツ林 

図 1 



 一方、従来実施してきた神奈川県湘南
海岸ではクロマツの根茎と共生する外
生菌根について調査を行った。その結果
、クロマツの立木密度と菌根数には正の
相関関係が認められた。また、広葉樹が
導入されるとクロマツの菌根は影響を
受け、土壌中の有機物量の多少がその一
要因ではないかと考えられた(図2)。種
組成に関しては、広葉樹の導入によって
明らかな違いは認められなかった。 

 遠州灘海岸林では、新規にマツ枯れ後
の林相図を作成してクロマツ林が減少
し、広葉樹低木林の顕著な増加を確認す
ることができた(図 3)。 

 
また、松枯れ処理されたマツチップの pH
はクロマツや広葉樹落葉に比べて強い
酸性を示し、地表面に散布されたチップ

が、今後の林床植生の変化に影響を及ぼ
すのではないかと考えられた。 
平成21年度は3年の研究期間の2年目にあた
り、以下の4項目を実施目標にあげて研究を
遂行した。 
(1)市民が自らの手で維持・管理できる海岸
林の造成方法の検討 
 4月26日(日)に静岡市下島公民館にて「静
岡海辺つくりの会」で講演、8月19日(水)に
静岡県磐田市にて「遠州灘沿岸保全期成同盟
会」で講演、11月21日(土)には静岡県浜松市
の「根っこの会」のメンバーと遠州灘におけ
る海岸林保全ボランテイア活動地を視察し
た。これらの活動を通して、市民が自ら継続
的に海岸林保全活動を行うための実践方法
及びその困難性の情報を得ることができた。 
(2)広葉樹の耐風・耐塩・耐潮性試験の実施 
 クロマツ及びスダジイ、ヒメユズリハ、ク
スノキ、モチノキ、ヤブニッケイ、タブノキ
の沿岸部に生育する広葉樹について、霧吹き
にて塩分を付着する実験を行った。その結果
、クロマツが一番耐性が高く、広葉樹の中で
はタブノキ、モチノキの耐性が高く、ヒメユ
ズリハとヤマモモで低かった(図4)。この結
果は、11月6日－8日に開かれた日本海岸林学
会千葉大会で発表した。 

 
(3)既存の広葉樹海岸林の調査 
 神奈川県湘南海岸ではクロマツと広葉樹
の生育比率の違いが土壌中の菌根菌にどの
ような影響があるのかを調査した。また、遠
州灘海岸林では砂丘上の広葉樹海岸林を対
象に、斜面位置による種組成や成立する群落
の違いを明らかにした。研究の成果は、いず
れも11月6日－8日に開かれた日本海岸林学
会千葉大会で発表した。 
(4)砂丘上の風と飛塩、飛砂現象の把握と海
岸林が衰退した場合の被害の発生予察の検
討 
 静岡県遠州灘海岸林のマツ枯れが顕著に
見られる人工砂丘を対象に、植生断面図を作
成し(図 5)、斜面位置の違いが風向・風速、
土壌水分に及ぼす影響を把握するための調
査を行った。斜面方向によって土壌水分に大

図 4：広葉樹の塩分に対する耐性比較 

写真 3：大量に発生したクロマツ実生に

よる天然更新の状況

図 2：クロマツと混交林における菌根数

(左図)と有機物量(右図)の比較 

図 3：遠州灘海岸における林相の変化



きな違いがあり、そのことが群落の遷移に大
きな影響をおよぼしていると推察された。結
果の一部は平成22年 4月 12日－14日に北京
で開かれた国際学会で発表した。 

平成22年度は3年の研究期間の最終年にあた
り、以下の４項目を実施目標にあげて研究を
遂行した。 
(1)広葉樹の耐風・耐塩・耐潮性試験の実施 
沿岸域に自生する広葉樹(スダジイ、ヒメユ
ズリハ、クスノキ、ヤブニッケイ、タブノキ
)を対象に、湘南海岸にて現地実験、ビニル
ハウス内で同様の実験を行い、沿岸環境に対
する耐性を把握した。 
本現地試験では、クスノキの耐性が低く、マ
サキはクロマツと同程度の耐性を持つと考
えられた。 
 
(2)広葉樹海岸林の景観評価 
静岡県遠州灘海岸林を対象として、海岸林の
景観状況の把握を行った。その結果、当該地
は1921年から2001年の80年の間に海岸林や農
地が海側へ前進したために砂浜が大きく消失
したこと、海岸林の林相及び土地利用も大き
く変化し(図6)、7つの景観タイプに分類でき

ることがわかった。 
(3)松枯れ後の林床変化と遷移の予想 
愛知県田原市西の浜海岸林、佐賀県虹ノ松原
、石川県金沢市近傍海岸林を視察して、松枯
れ後の海岸林の林床で発生している実生の天
然更新と林床状況、広葉樹の侵入状況を把握
した(図7、8)。クロマツ実生の大量発生と生
存には、上木であるクロマツの一斉枯死と林
床のハイゴケ、及び広葉樹の林内への侵入状
況などが関与していると考えられた。 

 
(4)市民による海岸林再生への取組み可能性
の検討 
愛知県田原町西の浜海岸林を対象に、市民参
加の可能性を検討した。 
 
総まとめ 
 3年間に及ぶ研究により、松枯れ後の海岸防
災林の林相としてクロマツ林と広葉樹林の2
種類を想定可能であると考える。松枯れによ
り劣化したクロマツ林の再生には人工植栽に
よる方法と天然更新による方法がある。特に
、天然更新の場合は早期に間伐などを実施し
なければ災害に強い海岸林の再生は見込めな
い。一方、沿岸域に生育する広葉樹の耐塩性
は樹種によって異なることがわかった。海風
が直接吹付ける最前線への広葉樹林の造成は
困難であるが、少し内陸部の環境が安定した
場所であれば、図9に示す遷移系列から目標林
型を設定することにより、広葉樹の海岸林造

図 8：愛知県伊良湖西の浜海岸林におけるクロ

マツ実生の発生密度 

図 7：愛知県伊良湖西の浜海岸林におけるクロ

マツ実生の林縁からの樹高分布 

図 5：松枯れ跡地の植生断面図 

図 6：遠州灘海岸林の林相の変化 



成は可能とであると考えられた。 
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